
CARBON POOL コンクリートの開発と実装及びLCCO2・LCA・LCC統合評価設計システムの構築

①

②

事業の目的・概要

事業イメージ

セメント焼成工程で発生するCO2を、コンクリート由来の産業廃棄物に固定化させるという地域内循環を構築し、さらに新たな技術を用いて
引き渡しまでにCO2固定量を最大化したCARBON POOL(CP) コンクリートを開発する。CPコンクリートの施工性や耐久性を確保し、舗装のみならず、
建築・土木構造物にも実装する。

LCCO2・LCA・LCCの統合評価システムを構築することによりESG金融の促進やカーボンプライシングをサポートし、脱炭素社会の実現に貢献する。


